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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡先端部の位置を磁力を用いた遠隔操作で
調整する。
【解決手段】内視鏡の先端部21に磁性体２が埋設されて
いる。磁性体２が埋設された内視鏡が，その先端部21か
ら体内に送り込まれる。体外には電磁石３および駆動電
源４を含む磁力発生装置が用意される。体外に配置され
る電磁石３から発生する磁力によって，体内の内視鏡先
端部21（磁性体２）が電磁石３の方向に引きつけられる
。体外において電磁石３を移動させるとこれに追従する
ようにして体内において内視鏡先端部21も移動する。内
視鏡先端部21が患部Ｋの位置（患部Ｋに対する処置を行
いやすい位置）に遠隔誘導される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内に挿入される先端部に磁性体が設けられている内視鏡と，
　体外に配置され，上記内視鏡先端部の磁性体を引きつける磁力を発生する磁力発生部材
とを備える，
　内視鏡キット。
【請求項２】
　処置具チャネルが形成されている内視鏡と，
　上記内視鏡の処置具チャネルを通して上記内視鏡の先端部から体内に送り出される処置
具であって，その先端部に磁性体が設けられている処置具と，
　体外に配置され，上記処置具先端部の磁性体を引きつける磁力を発生する磁力発生部材
とを備える，
　内視鏡キット。
【請求項３】
　上記磁力発生部材は電磁石および上記電磁石に電流を供給する駆動電源を含む，
　請求項１または２に記載の内視鏡キット。
【請求項４】
　上記駆動電源は上記電磁石に供給する電流量を制御可能なものである，請求項３に記載
の内視鏡キット。
【請求項５】
　上記内視鏡の先端部に設けられ，上記内視鏡先端部と上記内視鏡先端部が接触する接触
部位との間の接触圧力を表すデータを出力する圧力センサ，および
　上記圧力センサから出力される圧力データが一定となるように，上記駆動電源の電流量
を制御する制御装置をさらに備える，
　請求項４に記載の内視鏡キット。
【請求項６】
　上記内視鏡の先端部に設けられ，上記内視鏡先端部の周囲の磁束密度を計測して磁束密
度データを出力する磁束密度センサ，および
　上記磁束密度センサから出力される磁束密度データが一定となるように，上記駆動電源
の電流量を制御する制御装置をさらに備える，
　請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　先端部に磁性体が設けられた内視鏡を患者の体内に挿入し，
　患者体内の患部位置付近まで上記内視鏡の先端部を送込み，
　患者の体外に設けられる磁力発生部材が発生する磁力を用いて，上記内視鏡先端部を上
記患部位置に誘導する，
　内視鏡先端部の誘導方法。
【請求項８】
　処置具チャネルが形成されている内視鏡を患者の体内に挿入し，
　患者体内の患部位置付近まで上記内視鏡の先端部を送込み，
　上記処置具チャネルに，先端部に磁性体が設けられている処置具を挿入して上記内視鏡
の先端部から体内に送り出し，
　患者の体外に設けられる磁力発生部材が発生する磁力を用いて，上記処置具の先端部を
上記患部位置に誘導する，
　内視鏡用処置具の誘導方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡キットおよび内視鏡先端部の誘導方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年，ＥＳＤ（Endoscopic Submucosal Dissection）（内視鏡的粘膜下層剥離術）の普
及により内視鏡的処置件数が増加している。しかしながら，ＥＳＤにおける内視鏡操作は
緻密であり，特に内視鏡先端部の微妙な動きを制御するのは簡単ではない。処置の成否や
施行時間は術者の技能に大きく依存しているのが現状である。
【０００３】
　特許文献１には，クリップ，連結具および磁気アンカーを胃内に挿入し，クリップによ
って胃内の患部を把持し，このクリップに連結具を連結し，さらに連結具に磁気アンカー
を係合して，磁気アンカーを体外の磁力発生装置を用いて引っ張ることで，クリップによ
って把持されている患部を持ち上げる磁気アンカー誘導システムが記載されている。クリ
ップ，連結具および磁気アンカーという複数の器具を胃内において連結（結合）しなけれ
ばならず，この連結（結合）にはかなりの時間が必要とされる可能性がある。また，引用
文献１のものは患部を持ち上げることで患部を切除しやすくするものであって，内視鏡先
端部の位置調整について考慮されてはいない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１７８２６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明は，内視鏡先端部の位置を磁力を用いた遠隔操作で調整できるようにすること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明による内視鏡キットは，体内に挿入される先端部に磁性体が設けられている内
視鏡と，体外に配置され，上記内視鏡先端部の磁性体を引きつける磁力を発生する磁力発
生部材とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　この発明によると，内視鏡先端部に磁性体が設けられているので，体内に挿入された（
送り込まれた）内視鏡先端部を，体外に配置される磁力発生部材が発生する磁力によって
磁力発生部材（磁力発生源）の向きに引きつけることができる。体外において磁力発生部
材の位置を移動させると，これに追従して体内の内視鏡先端部も移動する。内視鏡先端部
の位置を，磁力を用いた遠隔操作で調整または修正することができる。
【０００８】
　内視鏡先端部に代えて，内視鏡に形成された処置具チャネルを通して内視鏡先端部から
体内に送り出される処置具の先端部に磁性体を設けてもよい。すなわち，この発明は，処
置具チャネルが形成されている内視鏡と，上記内視鏡の処置具チャネルを通して上記内視
鏡の先端部から体内に送り出される処置具であって，その先端部に磁性体が設けられてい
る処置具と，体外に配置され，上記処置具先端部の磁性体を引きつける磁力を発生する磁
力発生部材とを備える内視鏡キットも提供する。体外において磁力発生部材の位置を移動
させると，これに追従して体内の処置具の先端部も移動する。処置具先端部の位置を，磁
力を用いた遠隔操作で調整または修正することができる。
【０００９】
　好ましくは，磁力発生部材は電磁石および上記電磁石に電流を供給する駆動電源を含む
。電磁石から発生する磁力の大きさを，駆動電源から電磁石に供給される電流量によって
規定することができる。
【００１０】
　上記駆動電源は上記電磁石に供給する電流量を制御可能なものであるのが好ましい。電
磁石から発生する磁力の大きさを調整することができる。
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【００１１】
　一実施態様では，内視鏡キットは，上記内視鏡の先端部に設けられ，上記内視鏡先端部
と上記内視鏡先端部が接触する接触部位との間の接触圧力を表すデータを出力する圧力セ
ンサ，および上記圧力センサから出力される圧力データが一定となるように，上記駆動電
源の電流量を制御する制御装置をさらに備える。所定の圧力で内視鏡先端部ないし処置具
先端部を体内組織に押しつける（固定する）ことができる。
【００１２】
　圧力センサに代えて磁束密度センサ（磁場センサ）を用いてもよい。この場合，内視鏡
キットは，上記内視鏡の先端部に設けられ，上記内視鏡先端部の周囲の磁束密度を計測し
て磁束密度データを出力する磁束密度センサ，および上記磁束密度センサから出力される
磁束密度データが一定となるように，上記駆動電源の電流量を制御する制御装置をさらに
備える。内視鏡先端部ないし処置具先端部を引きつける磁力を調整することによって，一
定の圧力で内視鏡先端部ないし処置具先端部を体内組織に押しつける（固定する）ことが
できる。
【００１３】
　この発明による内視鏡先端部の誘導方法は，先端部に磁性体が設けられた内視鏡を，た
とえば，患者の口腔，鼻腔，肛門または患者の腹壁にあけられた貫通孔を通して，患者の
体内に挿入し，患者体内の患部位置付近まで上記内視鏡の先端部を送込み，患者の体外に
設けられる磁力発生部材が発生する磁力を用いて，上記内視鏡先端部を上記患部位置に誘
導するものである。
【００１４】
　この発明による処置具先端部の誘導方法は，処置具チャネルが形成されている内視鏡を
，たとえば，患者の口腔，鼻腔，肛門または患者の腹壁にあけられた貫通孔を通して，患
者の体内に挿入し，患者体内の患部位置付近まで上記内視鏡の先端部を送込み，上記処置
具チャネルに，先端部に磁性体が設けられている処置具を挿入して上記内視鏡の先端部か
ら体内に送り出し，患者の体外に設けられる磁力発生部材が発生する磁力を用いて，上記
処置具の先端部を上記患部位置に誘導するものである。
【００１５】
　この発明によると，体内に位置する内視鏡先端部ないし処置具先端部が，体外に設けら
れる磁力発生部材が発生する磁力によって患部位置（患部に対する処理を行いやすい位置
）に誘導される。内視鏡先端部ないし処置具先端部を患部位置に迅速に至らせることがで
きるので，処置（施術）時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】内視鏡の外観を示す。
【図２】内視鏡先端部の斜視図である。
【図３】内視鏡先端部の側面図である。
【図４】内視鏡先端部を誘導する様子を示す。
【図５】他の実施例を示すもので，内視鏡先端部を誘導する様子を示す。
【図６】さらに他の実施例を示すもので，処置具先端部を誘導する様子を示す。
【実施例】
【００１７】
　図１は内視鏡１の外観を示している。
【００１８】
　内視鏡１は，操作部10と，上記操作部10に連続し，患者の体内に挿入される挿入部20と
を含む。操作部10の上端には光を伝達するための光ファイバ，電気信号を伝達するための
信号ケーブル等を束ねたユニバーサルコード15の一端が接続されている。ユニバーサルコ
ード15の他端は光源ユニット（図示略），画像処理装置（図示略）等に接続される。
【００１９】
　内視鏡１の挿入部20は，その先端側から，先端部21，湾曲部22および軟性部23が連続し
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ているもので，その全体にわたって細長く延びる外観を持つ。湾曲部22および軟性部23は
可撓性を有しており，湾曲部22はさらに操作部10に設けられているアングル・ノブ11，12
を用いて上下左右に湾曲操作することができる。先端部21は硬質樹脂等から形成されてい
る。
【００２０】
　内視鏡１の操作部10は，上述のアングル・ノブ11，12に加えて送気／送水ボタン，吸引
ボタンなどの各種ボタン13，および処置具挿入口14を備えている。処置具挿入口14は，内
視鏡挿入部20（先端部21，湾曲部22および軟性部23）の全体にわたってその内部に形成さ
れている処置具チャネル（後述する）に連通しており，処置具挿入口14から挿入された処
置具（たとえば，高周波ナイフ）を，処置具チャネルを通して内視鏡挿入部20の先端部21
に至らせ，先端部21の先端面から外に送り出すことができる。
【００２１】
　図２は内視鏡挿入部20の先端部21および湾曲部22の一部を拡大して示す斜視図である。
図３は内視鏡挿入部20の先端部21および湾曲部22の一部を拡大して示す側面図である。
【００２２】
　内視鏡挿入部20の先端部21をその正面（先端面）から見ると，撮像光学系の観察窓32，
上記観察窓32の両側にそれぞれ設けられた光照射口33Ｌ，33Ｒ，ノズル29，および上述し
た処置具チャネル31の開口（出口）が見える。観察窓32の内側（先端部21の内部）に撮像
素子を含む撮像装置（図示略）が設けられている。撮像装置は挿入部20，操作部10および
ユニバーサルコード15にわたって延びる信号ケーブルに接続されており，観察窓32を通し
て撮像装置に入力する画像が信号ケーブルを通して上述の画像処理装置に与えられる。光
照射口33Ｌ，33Ｒの内側には，挿入部20，操作部10およびユニバーサルコード15にわたっ
て延びる光ファイバ（図示略）の先端が位置しており，上述した光源ユニットからの光が
光ファイバを通して光照射口33Ｌ，33Ｒから出射される。上述した送気／送水ボタン13を
操作することでノズル29から空気，水等を観察窓32に向けて噴射することができる。図３
に示すように，処置具挿入口14（図１）から処置具40が挿入されると，処置具40は処置具
チャネル31内を通って挿入部20の先端部21に至る。処置具40は可撓性を有する細長いシー
ス41と，上記シース41内を通される処置具本体42とを備える。処置具40を処置具チャネル
31内に送り込み続けることによって，処置具40の先端部（シース41の先端部）が内視鏡挿
入部20の先端部21の先端面から外に出る。分かりやすくするために，図３ではシース41の
先端から処置具本体42の先端部が突出している状態を示しているが，一般には処置具本体
42の先端部はシース41に格納された状態で処置具チャネル31を通される。
【００２３】
　内視鏡挿入部20の先端部21において，処置具チャネル31の下側（処置具チャネル31に近
い先端部21の外周面付近）に板状の磁性体２が埋設されている。磁性体２は鉄，コバルト
，ニッケル等の金属，パーマロイ，アルニコ磁石等の合金，サマリウム磁石，マグヘマイ
ト等の酸化物のいずれであってもよい。いずれにしても磁性体２は鉄または鉄族遷移金属
を含み，磁力発生源に向けて引きつけられる。
【００２４】
　内視鏡挿入部20の先端部21に磁性体２が埋設されているので，内視鏡挿入部20が体内に
位置しているときに，体外で磁力発生源から磁力を発生させる（磁場を形成する）ことで
，内視鏡挿入部20の先端部21の位置を磁力発生源に向けて遠隔的に誘導することができる
。
【００２５】
　図４は内視鏡先端部21を磁力によって誘導する様子を示している。図４において，分か
りやすくするために，内視鏡先端部21内に埋設されている磁性体２が実線で描かれている
。このことは，後述する他の実施例においても同様である。
【００２６】
　内視鏡挿入部20はその先端部21を患者の口腔または鼻腔に挿入し，喉頭，咽頭，食道を
通して胃，十二指腸などに送り込むことができる。内視鏡先端部21を患者の肛門から大腸
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に送り込むこともできる。
【００２７】
　体内器官内に送り込まれた内視鏡挿入部20の先端部21の撮像装置によって体内器官内が
撮像される。撮像によって得られた画像データは信号ケーブルを通して画像処理装置に与
えられ，器官内部を表す画像が表示装置に表示される。術者またはその補助者は，表示装
置に表示される画像を見ながら内視鏡先端部21を患部Ｋ付近まで送込む。
【００２８】
　内視鏡先端部21の位置を調整するために，患者の体外に設けられる磁力発生装置から発
生する磁力が用いられる。磁力発生装置は電磁石３および駆動電源４を含む。駆動電源４
から供給される電流が電磁石３に与えられると，電磁石３から磁力が発生する。電磁石３
は，たとえば患部Ｋに近い患者の体外部位において患者の体表面に密着するように配置さ
れる。
【００２９】
　上述したように内視鏡先端部21に磁性体２が埋込まれている。このため，電磁石３から
磁力が発生すると，内視鏡先端部21中の磁性体２が電磁石３の方向に引きつけられる。
【００３０】
　体外において電磁石３の位置を移動させると，これに追従するようにして患者体内にお
いて内視鏡先端部21が移動する。このようにして内視鏡先端部21の位置が調整され，内視
鏡先端部21を患部Ｋの位置（患部Ｋに対する処置を行いやすい位置）に遠隔誘導すること
ができる。
【００３１】
　内視鏡先端部21の位置の調整を終えた後，内視鏡先端部21の先端面から処置具40（シー
ス41および高周波ナイフなどの処置具本体42）が外に送り出され，患部Ｋの切除等が行わ
れる。もちろん，患部Ｋの切除中においても電磁石３から磁力を発生させ続けかつ電磁石
３の位置を固定する（動かさない）ことで，内視鏡先端部21を固定する（動かないように
する，静止させる）ようにしてもよい。
【００３２】
　図５は他の実施例を示すもので，内視鏡先端部21を誘導する様子を示している。図４に
示すものとは，内視鏡先端部21にさらに圧力センサ６が設けられている点，および磁力発
生装置が制御装置５を含む点が異なる。
【００３３】
　内視鏡先端部21には，磁性体２に加えて，磁性体２の近傍に圧力センサ６が埋設されて
いる。圧力センサ６は，磁性体２が埋設されている内視鏡先端部21の側（処置具チャネル
31の下側）と同一側に位置する。
【００３４】
　圧力センサ６にはたとえば半導体圧力センサが用いられ，内視鏡先端部21と体内器官の
組織（たとえば，胃壁）との間の接触圧力を表す計測データ（電圧データ）を出力する。
圧力センサ６からの接触圧力を表すデータは，信号ケーブル（図示略）を通して磁力発生
装置を構成する制御装置５に与えられる。
【００３５】
　制御装置５は圧力センサ６によって計測される接触圧力が所定値（たとえば，あらかじ
め設定される値）となるように，駆動電源４が供給する電流量を制御し，これにより内視
鏡先端部21（磁性体２）を引きつける磁力が調整される。一定の圧力で内視鏡先端部21を
体内組織に押しつける（固定する）ことができる。すなわち，圧力センサ６によって測定
される接触圧力が設定値よりも大きければ駆動電源４から電磁石３に供給される電流を小
さくし，逆に接触圧力が設定値よりも小さければ上記電流を大きくするように，制御装置
５は駆動電源４を制御する。
【００３６】
　圧力センサ６に代えて，磁束密度センサを内視鏡先端部21に設けるようにしてもよい。
磁束密度センサには，テスラメータ（ガウスメータ）等を用いることができる。磁束密度
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センサから出力される磁束密度を表す計測データが制御装置５が与えられ，制御装置５は
磁束密度センサによって計測される磁束密度が所定値（設定値）となるように，駆動電源
４から供給される電流量を制御し，これにより内視鏡先端部21（磁性体２）を引きつける
磁力が調整される。この場合も，一定の力で内視鏡先端部21を体内組織に押しつける（固
定する）ことができる。
【００３７】
　上述した実施例では，内視鏡先端部21に埋設された磁性体２に与えられる磁力によって
内視鏡先端部21の位置を調整しているが，図６に示すように，内視鏡先端部21に磁性体２
を埋設するのではなく，これに代えて処置具40の先端部（処置具40を構成するシース41の
先端部）に磁性体２Ａを設けるようにしてもよい。体外において電磁石３の位置を移動さ
せると，これに追従するようにして体内において処置具40（シース41）の先端部が移動す
る。処置具40の先端部を患部Ｋの位置（患部Ｋに対する処置を行いやすい位置）に誘導す
ることができる。
【符号の説明】
【００３８】
１　内視鏡
２　磁性体
３　電磁石（磁力発生部材）
４　駆動電源
５　制御装置
６　圧力センサ
21　内視鏡先端部
31　処置具チャネル
40　処置具

【図１】 【図２】
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